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０．はじめに

　日本語教育と国語教育とでは、教育目標・指導内容の異なることが知られている。両者

の教育目標と指導内容との相違は、それぞれの教科書にも反映されているであろう。本研

究は、日本語教科書と国語教科書の語彙の量的比較をもとに、両者の相違点とそれぞれの

基本的特徴とを明らかにしようとするものである。あわせて両教科書の語彙表を電子資料

として提示する。

　また、本研究では、韓国語国語教科書についても簡単な調査を行なった。但、教科書の

全数調査は行わず、特定の語彙項目の傾向を調べるにとどめた。これは、日韓共通の語彙

調査の単位が知られていないためである。言語間の比較を可能にする調査法の開発は、語

彙論の理論的課題であるといえる。

１．先行研究

　教科書は、教科書編集や基本語彙・基礎語彙選定の基礎資料として、また教育現場に生

かす目的もあって、語彙調査の主要な対象とされてきた[1][2]。本研究と関わる国語教科

書の語彙調査として、しばしば引用されるものに文献３･４がある。前者は定期的に改訂さ

れており、文献５が最新である。後者は文献６のCD-ROMに収められている。

　日本語教科書と国語教科書の語彙を比較した研究は少ないが、次のようなものがある。

文献７は、児童に対し「国語教科書を日本語指導に代用する際の留意点を考え」るため、

両教科書の名詞語彙の傾向を探ったものである。文献８は、「児童・生徒の国語学習を補

助する日本語教育教材作成の基礎資料」として、国語教科書と日本語教科書に現れるテ形

を調査したものである。これらの研究は、教科書の語彙を部分的に比較したものといえる。

　また、異言語の国語教科書を比較した先行研究に文献９があるが、これは日中両教科書

の単元構成の比較考察を通じて「両国の国語教育に対する考え方とあり方の基本」の究明

を目指したものである。文献10は未見である。

２．調査対象および調査方法

　本研究は、まず、成人向け日本語初級教科書を日本語教育の教育内容を最も原型的に反

映した資料と想定し、調査対象と意図した。次いで、比較の対象となる国語教科書は、先

行研究の検討から、ほぼ同等の語彙量を有すると見做される小学校１年生国語教科書とし

た。この比較項目は、聞き取りによる複数の日本語教育経験者の経験的判断からも支持さ

れた。具体的な調査対象としては、教科書の使用状況を勘案し、『みんなのにほんご初級

Ⅰ』（スリーエーネットワーク）と『こくご１上・下』（光村図書）とを選んだ。

２．１．資料の作成
　資料の作成は以下の手順で行ない、各号に対応した４種類の電子化資料を得た。各作業

は複数名からなるグループが分担して行ない、それぞれ複数回のクロスチェックを行なっ

た。判断が分かれた場合には、全体で討議して決した。



　　1. 教科書の本文を電子化する（プレーンテキスト）

　　2. 電子化されたテキストを単位に分析する（単位分割テキスト）

　　3. それぞれの単位に種々の情報を付加する（タグ付テキスト）

　　4. 見出し語認定を行なう（語彙表）

　

２．１．１．プレーンテキスト
　最初に、教科書の本文をコンピュータに全文入力した。ここで、本文とは、表紙・目次・

扉・ノンブル・欄外の注・練習問題と新出語リストの類および振り仮名・ルビを除く全言

語情報をいう。本文は全文をベタ書きで入力した。

２．１．２．単位分割テキスト
　語彙調査では、調査目的に応じた単位設定が求められ、一般に、短い単位認定は資料の

一般性を明らかにする場合に、長い単位認定は資料の特殊性を明らかにする場合に有効で

あるとされる[11]。ここでは、Ｗ単位[12]を基本に単位認定を行なった。また、Ｗ単位の

基礎となる文節の認定は長い単位[13]に準ずる。本研究の目的は、日本語・国語両教科書

の相違点とともに、両者の基本的特徴を明らかにするものであるため、単語相当の単位を

選択したものである。尚、単位の分割は単位間に分割記号を挿入することで示した（本研

究では２バイトのスラッシュを用いた。以下同じ）。以下に、分析の具体例を示しておく。

／あげはちょう／は／、／ながく／のばした／くち／で／、／みつ／を／すいます／。／

おおきな／あおい／め／が／ひかって／います／。／だれ／だ／か／わかる／かな／。／

　単位認定において、特に注意を要する点は以下の通りである。

・な形容詞の語幹と「だ」（変化形を含む）との間は原則として切らない

・挨拶などの慣用表現は全体を１単位とする。例：／こんにちは／

・談話体[14]による融合形は１単位とする。例：／しってる／　　／食べちゃう／　　

・文末詞[15]と見做される終助詞は１単位とする。例：／いきました／とさ／。／

・助辞およびコソアドを含む形式について、結合が固定的と見られる形態は１単位とする。

ここでは文献12に倣い辞典の見出し語を基準とした。例：／天の川／　　／その うえ／

・括弧などによる注記は間を切る。例：／学生／じゃ／（／で／は／）／

・外国語はひとまとまりを１単位とする。但、本研究では句より大きな単位はなかった。

・記号は個々の間を切るが、二倍記号は１単位とする。例：／。／」／　　／……／。／

２．１．３．タグ付テキスト
　分割された各単位には、平仮名表記形（漢字は文脈によって読み分ける。但、数字・記

号の類は除く）・出現した教科書の別及び出現した課・品詞分類の情報を付加した（タグ

付きテキストはＷ単位一覧表としてTSVファイルで別添する）。

　単位の品詞分類には、以下の類を立てた（下線部は資料に用いた略号を示す）。

　　普通名詞・固有名詞・動詞・い形容詞・な形容詞・副詞・接続詞・感動詞・指示詞・

　　助辞・文末詞・連語表現・記号及び符号



　品詞分類について注意を要する点を以下に挙げておく。

・固有名詞を含む単位は、意味の上で中心となる部分を基準とする。例：サントスさん［固

有名詞］　ヨーロッパ旅行［名詞］　

・日本語初級の指導項目にない「連体詞」の類は立てない。「この」「その」の類は指示

詞に分類し、「大きな」などはな形容詞とする

・コソアド系の語はすべて指示詞とする（代名詞、副詞、連体詞などに分けない）

・「わたし」「あなた」などは名詞とする（これは前号と関連する措置である）

・数や数を含む表現は名詞とする。但、単独の算用数字は記号とする

・外国語と外来語とは特に区別せず、特別な類も立てない。尚、両者を識別する場合には

文献16が参考になる。例：Goodbye［感動詞］

・全体を１単位（複合単位）と認定した挨拶などの慣用表現は連語とする

・括弧による発音の注記など、分類不能なものは記号とする

　

２．１．４．語彙表
　見出し語認定を行ない、付属語を含むすべての単位を掲載した語彙表を作成する（語彙

表はTSVファイルで別添する）。語彙表の見出し語は音引き仮名遣いの平仮名表記（記号お

よび算用数字はそのままとする）とし、アイウエオ順および頻度順の２種類とした。作業

は文献11･13･17･18などを参考にしたが、特に注意を要する点を以下に挙げておく。

・語形変化を含む単位は辞書形を代表形とするが、な形容詞は「～な」形を代表形とする

・「に」の接尾した形で副詞形をなすもののうち、「に」を含む形で１単位となる副詞は

独立させ、語幹と同形の単位と統一しない。例：いっしょに・いっしょ

・補助動詞・可能動詞・形式語の類は独立させない

・漢語サ変動詞・な形容詞は独立した単位と認め、語幹と同形の単位とは統一しない

・発音上の変異形は、より形式的なものに統一する。例：あたたかい（あったかい）

・談話体による融合形は口語体に復元せず、別見出しとする。例：食べる・食べちゃう

・畳語形は全体を独立した単位と認める。例：むかしむかし・むかし

３．日本語・国語教科書の語彙（総論）

　日本語・国語両教科書の語彙量は表１の通りである（括弧内は自立語のみの数値）。タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イプ・トークン比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　および繰り返し率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から見て、日本語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教科書は同じ語を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反復して提示する

傾向が強い。これは、日本語教科書が文型練習に主眼を置いた構成になっていることを示

すものと見られる。表記は日本語教科書の方が安定しているが、これは、国語教科書が漢

字の提示順に配慮しているためであろう。両教科書の語彙（見出し語の集合）の共通度

[19]は、0.1650（自立語のみでは0.1102）であり、国語教科書間[4]より低い。また、日本

語・国語両教科書の語彙構成は表２（次頁）の通りである。

表１
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４．日本語・国語教科書における語の使用（各論）

　本節では、いくつかの

項目をとりあげ、日本語

教科書と国語教科書の語

の使用の相違点およびそ

れぞれの基本的特徴を考

察する。分析には文献20

などを参考にした。

４．１．名詞
　グラフ１は、各課ごと

の新出語の累積出現率を

示したものである（右軸

課数）。国語教科書では、

課が進むに連れて新出語

の提示が増える傾向にあ

るが、日本語教科書では

前半と後半とに大きな差は見られない。これは、教育対象の違い（児童か成人か）を反映

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 したものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表３は、見出し語の共通性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を示したものである（算用数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　字と漢数字とは区別せず、部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分的一致は含まない）。括弧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内の数値は、外来語および外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来成分を含む混種語について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見たものだが、両教科書に共

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通する外来語は、「バス」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「カード」のみである。文献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21は、日本語教科書に現れる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外来語と新聞に多出する外来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語との共通性が低いことを指

摘し、効率的な外来語教育の必要性を

説いているが、この結果も同様の問題

を示唆するものであろう。

４．２．固有名詞
　本研究では、日本語・国語教科書に加えて、韓国の教科書の固有名詞を調査した。小学

校１年生の韓国国語教科書三分冊（読み・書き［書き方］・話し［聴き取り］）のうち、

読みのテキストを対象にした。結果は表４（次頁）の通りである（人名には擬人化された

100(100) 48.3(74.0) 12.4(2.5)39.3(23.5) 比率[％]

768(81)371(60)95(2)302(19)語数[語]

合計国語のみの語共通の語日本語のみの語表３
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異なり語

日本語
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22.8391623.0911680.9183.3425記号

1.10441.23621.14100.272文末詞

25.07100629.6715012.63232.9422助辞

0.2291.58800.4642.4018連語

0.87352.951491.83162.6720感動詞

0.65260.45231.26110.675接続詞

1.35543.952001.83162.9422指示詞

3.711492.511278.46745.2139副詞

1.10441.21612.29202.8021な形容詞

1.42571.96993.66324.1431い形容詞

14.8559610.7354321.7119012.1591動詞

1.10443.871960.5758.5464固有名詞

25.74103316.8085053.2646651.94389名詞

比率(％)語数比率(％)語数比率(％)語数比率(％)語数



ものを含む）。調査結果から、日本語教科書に多様な固有名詞が使用されていることがわ

かる。また、日本・韓国いずれの国語教科書も読み物に登場する人名が繰り返し用いられ、

人名以外の固有名詞が用いられないという特徴がある。これは国語教科書と日本語教科書

の性格の違いを反映するものであろう。文型練習を中心に

構成されている日本語教科書では、文に含まれる固有名詞

を学習者に身近な語に置き換えることでより現実的な文と

して活用できる。そのために、人名・地名・組織名など多

くの種類の固有名詞が用いられているのだと考えられる。

一方、国語教科書では、発達段階にある児童に対して特定

の地名や組織名を提示すると、かえって親近性が損なわれると見做されているのであろう。

４．３．形容詞
　本研究では、日本語教育分野で一般

に用いられる「い形容詞」「な形容詞」

の名称を用いた（それぞれ学校文法の

形容詞・形容動詞に相当）。い形容詞・

な形容詞ともに、教科書間で異なり語

数の違いはほとんどない（前掲表２参

照）。しかし、その内容には違いが見

られる（図１参照）。太い実線は横軸

に対応し、両端に置かれた語に対する

日本語教科書側から見た占有率を示し

ている（総語数に違いがあるため使用

率で計算した）。図の上に行くほど国

語教科書に特有の形容詞、下に行くほ

ど日本語教科書に特有の形容詞である

といえ、中央に配される語は共通性が

高いものである。また、グラフ２（次

頁）は、属性形容詞と感情形容詞[22]

の割合を調査したものである（両方に

属すると見られるものは、両方に 0.5

を算入した）。ここから、教科書間の

内容の違いは、主観的表現か客観的な

表現かというテキストの内容面による

違いよりも、語彙選定にかかる問題で

ある可能性が高いと考えられる。

４．４．副詞
　文献23は、戦前の国定教科書（国語読本）と戦後の小学校国語検定教科書の用語を比較

した結果、擬音語・擬態語の使用が急増していることを指摘し、編集者の書き下ろしから

110.375人名の比率

32524うち人名

32564異なり語数

14644196のべ語数

韓国語国語日本語表４
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い、弱々しい、大きな、同じな、可哀想な、簡単な、丈夫な
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な、真っ暗な、陽気な、楽な

新しい、暑い、忙しい、痛い、大きい、辛い、軽い、細か
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童文学作品の収載という編集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方法の変化が一因であるとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。文献24は、小学校国語教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科書には擬音語・擬態語の類が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多いものの、母語としての生得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的感覚に頼った指導が中心で、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体系性がないと指摘している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時に、日本語の擬音語・擬態

語が高い体系性を持つにも関わらず、日本語教育で体系的

な指導が行われていないことも問題にしている。本研究で

も、国語教科書には異なり語で28語（のべ65語）の擬音語・

擬態語類が現れるのに対して、日本語教科書では一例も用

いられていないことが確認される。また、副詞全体の使用

傾向を見ると、日本語教科書は同じ語を繰り返し、且つ複

数の課にわたって用いていることがわかる（表５参照）。これは、日常の様々な場面で用

いうる汎用性の高い語が選定されていることを示すものであろう。

４．５．指示詞
　指示詞の使用を見ると、日本語教科書の方が使用数・種類ともに豊富であることがわか

る（表６）。これは、会話文を基本とする日本語教科書で現場指示用法の指示詞が多くな

　　　　　　　　　　　　　った結果と思われる。逆に、通常の文章に出現する指示詞は

　　　　　　　　　　　　　文脈指示用法が多くなると考えられる。国語教科書では、指

　　　　　　　　　　　　　示詞の用例が少ないうえ、５課が初出であり、用例の９割以

　　　　　　　　　　　　　上は10課以降に見られる。これは、文脈指示の理解が困難で

　　　　　　　　　　　　　あると見做した配慮の結果ではないだろうか。グラフ３は、

　　　　　　　　　　　　　指示詞の具体的な使用傾向を見るために、両教科書の指示詞

をコソアドごとに分類したものである。指示詞は、文脈指示ではソが最も広範に見られ、

話し手の直接経験はアで示されるとされるが[25]、国語教科書でアが少なくソが多いこと

は、文脈指示用法が中心である

ことを示唆している。逆に日本

語教科書では国語教科書に比べ

てコやアが多くなっている。ま

た、ド（不定称）の類は、日本

語教科書に問答形式が多く、国

語教科書で読み手への問い掛け

が多いことから、両者に多用さ

れている。

　なお、本研究で扱わなかった

対人指示（人称代名詞）に関し

ては、文献26を挙げておく。

40.00%

30.00%

20.00%

10.00%

0.00%
コ ソ ア ド

日本語

国語

1.82.9B/総語数[％]

1622異なり語数(B)

1.33.9A/総語数[％]

5420のべ語数(A)

国語日本語表６

グラフ３

3.5 10.1 A/総課数[％]

1.30 2.51 平均使用課数(A)

74 39 異なり語数

149 127 のべ語数

国語日本語表５

10.80.60.40.20

日本

国 属性形容詞 感情形容詞国語

日本語

グラフ２



４．６．文末詞
　本研究では文末詞を単位として独立させた。これは、語彙

表に文末スタイルの情報を保存するためである。

　文末表現に注目すると、両教科書とも文末詞を用いた文の

割合は低いといえるが、国語教科書ではバリエーションが豊

富である。また、日本語教科書は、問答形式の会話文を基本

とするため、文末で疑問を示す助辞「か」が多用されている

（表７参照）。

４．７．助辞
　助辞（助詞・助動詞のうち

用言の連体・終止形、または

体言類につくもの）について

は、「です」と「か」が日本

語教科書で非常に多い点が目

につく。これは、日本語教科

書が「です・ます調」で書か

れていること、および問答形

式の会話文を基本としている

ためである（文末の「か」に

ついては前節でも触れた）。

これら文末に用いられる助辞

を除くと、両教科書で基本的

な使用傾向に大きな違いは見

られないようである（表８)。

これは、ともに教科書として

標準的な表現を選択した結果

であろう。但、複数の助辞が

連続して現れている箇所を観

察すると、日本語教科書では

ほとんどが(学校文法でいう)

助動詞＋助詞型の構造になっ

ているのに対して、国語教科

書では助詞＋助詞型の構造も

多く見られるという違いがあ

る。これは、「には」・「に

も」・「までも」などの微妙なニュアンスを表出する表現を初級段階の日本語教科書が避

けているためと考えられる。

102異なり数

5.430.0C/A[％]

20246「か」の総数(C)

11.97.6B/A[％]

4462文末詞総数(B)

369818句点数(A)

国語日本語表７

国語日本語

436.382146626.092132を

621.50.24913180.3952より

751.7447160.50.7914や

139.4693823.56.72134も

751.7447343.95320まで

38.52.9901215.58.30242へ

621.50.2491ばかり

536.133145542.894217は

2970.4982のに

621.50.2491ので

347.097189721.348108の

720.683838.520.755105に

5710.1981など

817.19469139.48848と

1360.9974でも

166.72827265.428331です

148.22333129.68649で

2970.49823180.3952だけ

1012.95852741.7799だ

5710.1981こそ

1910.74833180.3952けど

751.744789.51.3847くらい

333.4891421.56.91835から

5710.1981かな

635.6341438.520.755105が

204.98420348.626246か

使用順位使用率[‰]のべ語数使用順位使用率[‰]のべ語数助辞

表８



４．８．記号
　表記符号について見ると、使用される

符号の種類が、国語で６なのに対し日本

語教科書では11となっており、国語教科

書で表記符号の使用が抑制的であること

がわかる（表９）。また、句読点に関し

ては、日本語教科書で句点が読点より多

くなっていることが特徴的である(表９)。

これは、日本語教科書が、読点を必要と

しない短文あるいは単純な構造を持つ文

を主に綴られ、長文や構造の複雑な文の

少ないことを示していると解釈される。

文型の反復練習を基本とする日本語教科

書の基本的特徴の現れといえるだろう。

５．まとめ

　本研究を通じて得られた結果および今後の課題を以下にまとめておく。

　日本語教科書と国語教科書の使用語彙には違いがあり、日本語教科書と国語教科書の間

の語彙の共通度は高くない。語の使用については、全体に、日本語教科書の方が国語教科

書よりも同じ語を複数の課にわたって反復して使用する傾向が強い。この違いは、文型の

反復練習を基本とする構成と文章の読解を基本とする構成との違いによるものと考えられ

る。また、日本語教科書と国語教科書には、品詞ごとの語の使用傾向にも違いが見られる。

これは、教科書の基本的構成の違いとともに、会話文と読み物との違いおよび成人を対象

とするか児童を対象とするかの違いによると考えられる。

　本研究は、日本語教科書・国語教科書をそれぞれひとつのテキストに代表させたもので

ある。しかし、小学校国語教科書（検定教科書）にはいくつかの種類があるが、それぞれ

の教科書によって使用語彙に差のあることが知られている[4]。日本語教科書に関する同種

の研究はなされていないようだが、同様の問題は十分に予測されるところである。そのた

め、日本語教科書と国語教科書との充分な比較には、対象となる教科書の種類を増やさな

ければならない可能性がある。この点は、今後の課題としたい。
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